
設置目的・審議事項等

「2030デジタル・ライブラリー」推進に関する検討会

科学技術・学術審議会（第１１期）の情報委員会下に設置された「オープンサイエンス時代における大学図書館の在り方検
討部会」で令和５年１月に取りまとめられた審議のまとめにおいて、大学図書館は2030年度を目途に「デジタル・ライブラ
リー※１」を構築することが掲げられている。この「デジタル・ライブラリー」構想を実現していく過程で新たに生じる共通
の課題や、学術情報流通を推進する際の課題等を整理・検討する場として「『2030デジタル・ライブラリー』推進に関する
検討会」を令和５年４月に設置。

※１ コンテンツのデジタル化を経た結果として意識される、運営やサービス、職員の知識やスキルの変革などを内包する形で自身のDXを推進する大学図書館

審議の内容
 「デジタル・ライブラリー」の実現に向けた当面の目標である「2030年の大学図書館の望ましい姿」を具体的に描き、
その実現に向けて検討すべき課題を、（1）教育・研究支援機能、新たなサービス、（2）情報科学技術及び「場」とし
ての大学図書館の効果的な活用、（3）今後の大学図書館の機能やサービスの実現に求められる人材、（4）大学図書館
間の効果的な連携について、（5）審議のまとめ以降に明らかになった課題の５項目で整理

 上記の５項目のうち、
  （１）について、支援・サービスの基盤としての「コンテンツのデジタル化」と「オープンアクセス」
  （２）について、「ライブラリー・スキーマ※２」に基づく機能の具体化
  （３）について、求められる「スキル・育成」とそのための「制度」
を優先的に取り組むべき領域とし、2030年を目途としてバックキャスト的に何に取り組み、段階的に何を実現していく
べきかを示したロードマップを作成。
※２ 様々な利用者に適した図書館のサービスをデザインするために必要な、自らの存在を規定する基本的な論理構造。これを具体化したものが、実際に存在す

る図書館とそこで提供されるサービスとなる。
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